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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、代謝経路、シグナル伝達、転写、翻訳、複製を制御する普遍的なプロテインキナーゼであるカゼインキナーゼIIのβサブユニットをコードします。この酵素は、α、αプライム、βの3つのサブユニットから構成され、四量体ホロ酵素を形成します。αおよびαプライムサブユニットは触媒機能を有し、βサブユニットは制御機能を担います。この酵素は小胞体およびゴルジ体に局在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2013年9月]、機能：Wntシグナル伝達に関与（類似性による）。 αサブユニットの基礎触媒活性を制御する複雑な役割を果たします。,PTM:N-グリコシル化されています。,PTM:αサブユニットによってリン酸化されています。,類似性:カゼインキナーゼ2サブユニットβファミリーに属します。,類似性:1つのUPAR/Ly6ドメインを含みます。,サブユニット:オリゴマーを形成します。,サブユニット:αサブユニット、α'サブユニット、および2つのβサブユニットからなる四量体。TCTEX1D3と相互作用します（類似性による）。CD163と相互作用します。また、SSRP1、SUPT16H、CSNK2A1、CSNK2A2、およびCSNK2BからなるCK2-SPT16-SSRP1複合体の構成要素でもあり、この複合体は紫外線照射後に会合します。,
	研究分野
	WNT;WNT-T 細胞接着接合部;接着接合部;
	画像データ
	

	CKII-β抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CKII-beta抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	カゼインキナーゼIIβポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

